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肉細秩序と日本
18世紀～19世紀の東アジア海域世界

　　　　　　　　　　　　　　　　濱　下　武　志

　本稿は，平成5年12月1∫日’（水）に国立国会図書館新館研修室にお

いて，午後2時より4時にわたって行われた，平成5年度企画展示会

「世界の中のニッポン」の講演会の内容である。講演を活字化するに

あたり，内容に沿って多少の加筆・修正を行6た。

はじめに

　御紹介いただいた三下です。今日私が取り上げようと思っていますテーマは，「四夷

秩序と日本」というものですが，先程「世界の中のニッポン」の展示を見まして，こ

れは非常に大きなテーマであり，またテーマへのアプローチが非常に多岐にわたって

らで実際の本や史料・地図等を見ていますと，そこから多くの研究のアイデアも導

かれるような感じがしました。国立国会図書館自身が大変貴重なコレクションを所蔵

していますし，そこにまた他の資料も加わって，大変充実した展示になっていると思

いました。

　本日は資料や本を専門にしておられる皆様方に，文字や書物のことよりも，●むしろ

空間の歴史という視点で，日本を取り巻く「海」，あるいは「海域」についての問題を

少しお話ししてみたいと思います。

　ごれまで「海」については，歴史的にいくつか研究のタイプがありました♂初期に

は「隔てられた海」というイメージで，特に日本の鎖国が議論される時には，外と隔

てるという視点からの研究がありました。これは歴史研究の問題からみますと，日本・

中国あるいはヨ．一ロッパなどそれぞれの国の歴史が中心であって，国と国とは対外交

渉史あるいは交流史・交易史という形で結びつけられるという研究スタイルが長い間

続いていましたので，特に鎖国研究で「隔てられた海」という考え方が強くみられた

と思います。

　しかしその後，一「海」は「繋ぐ海」であるという観点から「海のシルクロード」とい
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う視点からの議論が出てきました。丁海」は決して隔てるのではなく，．繋ぐという役割

をするということで；たとえば「海のシルクロ「ド」における陶器の伝播，中国降器

あるいは日本の古伊万里・伊万里といった陶磁器がヨーロッパにどう伝播するのかと

いう関心から，この「繋ぐ海」研究が行われてきました。

奉は，その後の過去5年炉ら10年くらいの間の研究の特徴について特に注目してい

ますが，この時期の研究は・これまでの鎖国研究に対して・そ9閉鎖i生を再検討する「

というテーマもあります。そこでは，．「東アジアの中の日本」あるいは「東アジアの中

の中国」「 ﾆいう形で，国恥越え，かつ国を包み込む広い地域東アジアという地域の

中で日本・中国を位置づける海域研究，’あるいは海域の周辺をめぐる研究という視野

を拡げたわけです。したがって，それほ鎖国の再検討ということたもなりましkし，「

広域地域の研究のテーマとしては，朝軍秩序というテーマにもなり．ました。またこれ

までのアジアとヨー戸ッバの関係を，アジア内部の関係の中で考えてみるζ：とにもな

ったと思います。この鎖国あるいは朝貢秩序の再検討，すなわち東アジアの中国を中

心とした国際秩序をどう考えるゑという問題㌧今まで．q？東西関係重視観から何故切

り替えられたかといいますと，－一言でいえぼ周縁研究．という観点が強くなったからだ

と思います。具体的には，それは長崎の研究であり，琉球の研究であり，’対馬の研究

であり，’従来周縁と考えられていた地域の研究がこの間に本格的に蓄積されてきたか

、らであると思います。そして，さらに江戸時代像の再検討というテーマが加わって，

この周縁研究あ成果がこれまでの近世末期および近代への移行期についての再検討を

強く促したと思います。

1．東アジアの海域

　まず，「海域」g）問題についてお話します。〈資料1＞のアジアの海域圏の図をごら

んください。こめ図は，．ユーラシア大陸の東側および東南部のいわゆる東アジア．・東・

南アジアと呼ばれているところです。この地域は，地球上の他のどの大陸の周縁部よ，

りも，非常に入り組んだ複雑な形をしているごとがわかります。

　つまり半島部と回忌部とに囲まれた丁海」，すなわちインド洋；太平洋などのオーシ

ャン（Ocean）・という大規模な海域ではなく，日本海・黄海などシー（Sea）と呼ばれ

る海域が重なり合っており，それがユーラシア大陸の東側からオrストラリアにゆけ

て続いているところに特徴があります。この海域以外に，地中海なども入り組んだ形

を持っていますが，その他の木陸の海埣部では，ほとんどが非常に平坦な形をしてい

ると思います。ヨーロッパの北部は，一部には東アジアのような所がありますが，そ

れほど南北に拡がっているというわけではあワません。

　この東アジアの海は，北からオホーツク海，日本海，黄海，東シナ海，そしてフィ

／リピンの方向にスールー海（蘇守仏），それからインドネジアの方向にジャワ海へと続，

き，他方，モルッカ海を経てアラフラ海，コラル海，汐スマン海という形で，．ちょう

ど緩やかなS字型の海の帯が作られている事がわかります。．さらにこれらの海域が重
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なり合い，その接点や交差点に中継港とか交易港ができているわけです。それはさら

にベンガル湾，インド洋へと接続し，．西に向けてつながっていきます。

　つま？摩史的には，マカオ，広州あるいはマラッカなどが海域の交差点として交易

を中継していたことがわかります。江戸末期より，オーストラリア近海から日本海に

捕鯨船が北上しており・海の帯を伝って南北・東西の交易が行われていました。それ

は「海の道」という形で点と綜とを結ぶよう、に見之ますヵミ，実は，海域という空間め

広がりを前提として，その海域の範囲の周縁部た交易港・交易都市が出来上がるとい

う形になっていると思います。したがって，たとえば長崎も，上海・寧波などとのつ

ながりにおいて非常に活気をおびていたわけで，．その意味では長崎は東シナ海という，

海域の周辺に位置しているのであって，日本の周辺に位置しているという見方は海に、

向っで開かれている長崎を十分には伝えていません。

　こういう海域の連鎖が，』様々に東アジアゑら東南アジ？一帯の歴史的な動きの背景＾

をtr・し（いた事がわかります。具体的に中国と日本との関係をみますと，両者は海域

によっ，て隔てられながらも，相互に影響を与え合う距離にありますが，完全にかつ一

方的に影響を受けるほど接近しているのではなく，ある“定の距離を保っているわけ

です。、したがって日本は，選択的に中国から様々な，ものを選び採ったわけで，このよ1

うな歴史も，背景的には海域という一つの空間が持つ歴史関係から考えることができ

るわけです。そして，このような中から次の課題としては，海域がどのような秩序に

よって成り立っていたのかを，朝貢関係や周縁地域を研究することによって考えてい．

くことになります。

　最近の研究では，対馬の「宗家文書」や長崎の華僑関係史料，琉球の『歴代宝案』

などの史料群の研究によって県体的な海潮をめぐる諸関係が明ちかにされ，今まで江

戸や東京からみて周辺と思われていたところがむしろ入口．でありかつ中継地であっ

て，海域との接点に位置したことによって，ある地点の歴史的役割が浮上していたこ

とがわか1ります。，

　これらの関係の概念図をく資料2＞に載せましたが，交易あネットワークがいかに

多角的に拡がっていたかがわかると思います。

　　　　　　　　　　　　c

　2．朝貢・冊封体制

　朝貢・冊封体制の歴史について，琉球を例にどって考えてみることにします。琉球

と中副興g世紀の半ばに至るまで朝貢・冊封関係を結んできました。その中で琉球は

明代中期まで車南アジアで中国への朝貢品を調達した時期がありますr具体箏鰻塑

層皐ζ殊杢です。こg）ような東南アジア・にしか産しないものを，琉球が中国に琉球から

の朝貢品として送6ていたわけです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　また琉球は朝鮮国王に使節を派遣して，朝鮮との繋がりをもっていました6’さらに

琉球は，薩摩を通じて日本ども繋がっていたわけで，琉球が持っている交易ネットワ

ークという中継機能ぼよって中国と日本を結びつける）・あるいは、中国と東南アジアを、
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結びつけるという形でづ琉球が明・清王朝と500年間に及ぶ朝貢・冊封関係の中で果た

した役割は，非常に大きいと思います。こういう琉球の中継的な機能が交易の上から

認められるわけで1「1」でお話ししたような海域の帯が，朝貢秩序によって統治・関

係ブけられていたということは，〈資料3＞の図に示されています。

　先程来私は中国といっておりますが，中国という表現を「国」そのものとして考え

ることは非常に難しy・面があります。’出典的には，非常に広域の地域を中国が統治し

ていましたし，ある意味では帝国的な広がりを持ち，かつ徳治的な統治を行ってきた

わけです。したがってそれを「国家」という形で考えるよりも，概念的に中華世界まtt

たは華夷秩序として越えることがより適司であると考えられます。そこ｝さは，中央と

地方という関係に始まり，皇帝を中心としT（rその威光が次第に外側に同心円的に拡が

ってい．〈という，』いくつかの異なる統治の型を持ち，中央から離れるにしたがブ（，

・その統治は次第に緩やかな関係になっていきます。

　「地方」の外側17）「土司」・「感官」はジいわゆる少数民族の部族長を清朝政府の役人

に任命して，彼らのリーダ’シップを通して統治するという形で，土着の役人という

主旨でこのような言い方をして吟ます。

　「藩部」はチベット・モンゴル地域で，これは一種の直轄地です。しそしてその外側に

朝貢国があるわけです。これには朝鮮・琉球・ビルマ・バレン六ン（ジャワ）・スール

ー（蘇禄ン・ヴェトナム（安南）・カンボジアなどがあり，ζれらが周囲に朝貢国とし

て位置していたわけです。
　しさらにその外側には，互市射て互いに交流を行う，互いに商いを行うという意）が

あり，・一応対等な関係とされていて，日本も明の中期からこの互市国の仲間入りをし

ました。’日本はその後“鎖国1’政策をとりましたが，実質的にはこの全体の華夷秩序

の中で動いていたことに変わりはありませんでした。これは薩摩を介した琉球と日本

の関係，あるいは対馬を介した朝鮮と日本の関係等をみれぼ』，日本の外交政策，対外

使節の受入方式などは，中国皇帝を中心とした全体の華夷秩序の中で機能していたこ

　とがわかります。したがって鎖国の理解も，、これまでは閉鎖的に「閉じていた」とい

う理餌でありましたが，実際にはむしろ琉球を通じての日中の貿易，長崎とヤカオの

貿易，対馬・朝鮮半島を通じての対中国貿易などにs’って，選択的に「開埣ていた」

　といえます。つまり鎖国によってアジアあるいは中国から切り離されていたというよ

　りも，実質的には華夷秩序の中に日本も参加していたわけです。日本は朝貢使節こそ

送りませんぞしたが，琉球や朝鮮ぺの対応の方式を見ますと，往復文書や格式や位階

制度の並行を遵守するなど，まさしく論調秩序の中で機能していたといえます。．した

がって日本の鎖国の問題は，近世日本を貿易ギ・外交上・政治＃から見て，東アジア

の華夷秩序の中に位置付けることが大切であると思われます。・

3L華夷秩序の中の位階制度

さて四夷秩序についてですが，これは「中華」ζいう理念あるいはイデオロギーと

　　　　　　　　　　　　　　　一4一



しての中華自尊という自己認識と，他者を「夷」として捉える華夷認識であると理解

できます。さらに，華夷秩序・にはく資料4＞にあるような品街という位階制度（役耳哉

に付随した品格）があります。この品街には一品から九品までの序列「 i表では七品ま

’で示す）があり，権威の序列でもあるわけです。これらは中国の他に，日本・朝鮮・

琉球・ヴェトナムにおいても使われていました。

　この帽章の序列は，たとえば並行に琉球と朝鮮，日本と朝鮮の間などに，三品官な

ら三品官どいうように，それぞれの同列の即自が相互に文書を並行に往復させあうこ

とによって，華々秩序内の並行関係や上下関係が確認されていたわけです。つまり華

夷秩序は，ちょうどその横と縦に蜘蛛の巣を張りめぐらせたような形でお互いを認識

『し合っていたわけです。、従って品街が上下の場合には，上†関係の格式を持った文書

のやりとりを行いますし，意見のやりとりもこの関係で行うことになります。

　では実際に琉球を例としてとりあげてみたいと思います。〈資料4＞の下の部分を見

ますと，官職位階が並行の形で，A国の位階制の一品t一二品・’三品とB国の一品・二

品・三品は，それぞれ並行関係でやりとりすることになります。しかし外交交渉など

で，A国がB国を一ランク下げて見るこ、とになった時，この平行の関係は崩れるわけ

です。具体的にいえば，江戸時代末期の日本・琉球間，明治初期の日本・朝鮮間に発

生した書契問題（外交文書形式の対立）がこれにあたるわけです。つまり当時の華夷

秩序というのは，中華自尊という理念的な自者認識だけではなく，位階秩序の平行と

上下関係が東アジア全体にはりめぐらされていることで相手を認識し，かつ自分自身

をも位置づける形式になっていたからです。

　さて琉球の例でく資料4＞を紹介しているわけですが，琉球の場合，朝貢使節が中

国へ行く．時は三品官という身分になります。資料の琉球の側の上から三段目に正議大

夫’・耳目官という役職がありますが，この三品官の人が朝貢使節の代表としていぐこ．

とになります。これは中国の地方官でいうと按察使に当ります。つまり，中国の地方

官に対して朝貢使節は品衛で対等の関係で訪問するわけです。しかし琉球国王は中国

皇帝から二品官として任命されでいます。従って琉球国王の二品官に相当するところ

を中国側でみていただきますと，総督・巡撫・布鼠戸という地方官にあたり，福建将

軍は二品直なので琉球国王と同格の文書のやりとりをおこなうことになワます。tt

　これちの関係を『歴代宝案』の中で示すとく資料5＞のようになりますごこれら左

側が文書自体で；右側が和田久徳先生が校訂本を編輯する際に整理された文書番号と

内容です。ここでく資料5＞によって内容をみてみますと；たとえ！ま中国皇帝から文

書が費せられる場合には，「諭」「勅諭」「祭文」「詔」といった形で上から下へ発する

文書の格があります。・琉球国王から中国皇帝への文書の場合は，「奏」「表」という形

をとり，これは「吟興，謹んで表を奉る」という表現を用いて行います。、この「表」

の形式は，一般的に国王から皇帝への文書のやりとりに用いられる書式です。つまり’

朝貢関係では，国王から皇帝への上下関係の中で「表⊥「上奏」などといった文書形式

を踏まえることが即ち朝貢関係を確認することになるわけです。

　琉球からの朝貢使節は直接に北京に入るわけではなく，必ず福州（以前は泉州）か
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ら入ることが義務づけられていました。福州へは，福建巡撫宛に朝貢使節派遣の文書

を持参します。’これら対等の関係ですから並行文になり，「IJという文書形式あ表現

が必ずつくことになります。

　中国以外とのやりとりの実際例としては，・〈資料5の2＞にある「国王（尚巴志）よ

りシャム国にあ（て，磁器・鱗木等の自由な貿易を要請する」という形式の並行文に

なります。この文書では，琉球国王がシャム国王宛に「盗」という並行文を送ってい　・

るおけですが，，こめ事は琉球国王がシャム国王に対して，華夷秩序の中で中国を介し，

た位階制度の機能の中で平行文を送っているという認識の存在が前提になります。リ

ストには載って齢せん力糊鯛王。・対しても琉球国王は「苔」という蝉文の文

書を送っています。．

　以上のような形式で，華甲秩序は位階制度の中に各朝貢国・各国王の統治が中国と

の問に繋がってV～ることだけでなく，、朝貢国相互の間．も繋がっているという形式にな

論霧雲搬与ll加縛1こよつで．ヨ　パ四夷湯中｝『位

、ヨーロッパ諸国が，束アジアに通用していた儀式の手順を踏むことに一よってアジアtt

貿易をおこなった例をあげますと，ポルトガル・オランダは朝貢関係に季曝し・・ロシ

アは互市国として参加しています。こういつた形式をとることによって，日本の問縁，

中国の周縁という問題だけでなく，周縁はむしろ海域の周縁が相互につながって多角

的なネットワーグが作られる，そしてそれが華夷秩序の中で中国皇帝を中心ζした位

階制度のもとにむすばれているという関係になっていると思います・

　日本の場合は，長崎貿易に唐船を迎えるのみで中国と直接の外交交渉はありません、

でした。、しかし中国側では，E本の九州の豪族が送った使節なごを，日本からの朝貢’

使節eいう形で中国独自の処理をしていました・また日本嘲鮮の購関係（朝鞭

信使）や，日本が琉球国を朝貢国と見倣す関係もありました。こういつた関係を考え

ていきま’ ｷと，徳川幕府自身が華夷秩序の中で機能していた，あるいはそれを利用し’

ていたということがわかると思います。

今までみてきた周縁研究の問騨・現在白勺な龍の関心としては異文化間交易’異

文化問交流（英語ではCross－cultural　trade，　cross－cultureというていますが）という』

ことです。、、これまでは，貿易というと「物を造る・需要がある・三三に出回る・長距

離で運搬される」ということが主たるテーマでした。しかしそれをさ．らに，文化圏と

いう観点からとらえ直してみようという考えが出てきているわけです。すなわち，・異

なる交易圏相互が係わりあう’ところを，文化圏として考えてみホうという研究です。

従6て海域研究の拡がりは，交易あるいは朝貢貿易の問題から，さらに文化的な問題

へ厳論が拡がろ涯しています・そして文倣差という新し・覗輪今まで聯

されてきだ資料をみる冷冷が『．れからいっそう大切になると思います。
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4．婿祖信仰圏

　次に〈資料6＞を見てください。これは天后・章章の絵図ですが，船が非常な難儀

に陥っているところを救う場面が描かれています。E上の雲に乗った毛細、・継句とい

われる海の守り神（女神）が現おれて救出した話です。右側の場合は，取り立てた税

の米を糧船に積み込んで南京や北京に運んでいる時，『海が荒れて座礁したために，天

后・天妃を皆で呼び出し，、塞げてもらっている場面です。また左側の場合は，海が荒

れて座礁した軍船をやはり単層・遠軽が救っている場面です。

　何故これらの話を出したのかといいますと，今の文化的な問題と関係するわけです

が，天后・天質といわれる女神はもともと民間の海神だったのです。ちょうど宋の時

’代に27歳で死んだ林家の林黙（960－987年）という女性がこの嬬祖の原形で，彼女が生

きている間に様々な海難を予言して漁船等が遭難から救われたという伝説をたくさん

’生み，後にそれが嬬祖として顕彰されたものです。

　1987年に福建省の甫田県の嬬祖廟において嬌祖の千年祭が行われ，福建からの移民，』

が多い台湾からも大量の漁船が集まりました。この千年夏の時だけは，パスポートも

ビザも無しで，甫田県の嬬祖廟において祭りが行われました。ところで嬌祖は海の守

り神ですから，各地どこにでもあるわけです。海域圏の周縁には必ず海の守り神があ

るわけですが，次第にこの民間の海神に対して官が介入を行っていきます。具体的に

は，この民間伝説の嬬祖に爵位や顕官を与えたわけです。天々・天皇という形で爵位

を与えていわば格上げを行ったわけです。元朝の皇帝も，明の皇帝も，清の皇帝も，

，爵位を嬬祖に対し一く与えました。そして朝貢船を守らせ，あるいは冊封船の使節を守

ちせ．6という形で，官が海の管理または海の権力として登場しようとする時，こうい

う嬬祖のような民間の海神信仰を利用していぐわけです。

　別の見方から言いますと，このよう1官の権力行使をどのような形で追うことがで

きるかといいますと，嬌祖廟といつものの存在でわかるわけです。た、とえば，香港に

，は娚祖廟が300くらいありますし，台湾には嬌祖廟が400くらいあるわけです。また東

南アジア全域にもあります。さて嬌祖はも．ともと海の守り神でし左が，移民に従って

四回転のような海とは関係のない所でも今は嬬祖廟が存在しています。日本において

も，北は下北半島から南は九州まで四病像が存在しています。これは嬌祖廟としてで

はなく，船が遭難じた時に奉納する木像という形での嬌祖があるわけでず。このよう

に船が航海する所には嬬祖廟が存在するおけですから，嬬祖廟の点を結んでいきます

と，嬌祖信仰圏i！　r（i“もいうような拡がりが日本から東南アジアー帯にあることがわか

ります。イスラム商人にも彼らの守り神があり，ヨーロッパにもそれぞれの海の守り

神があり「ますが，嬌祖信仰圏はその中で生業が営なまれ，それが実質的に朝貢圏・朝

貢関係を結ん．でいた地域であD．，物糞の参ならず人が移動する時にもこの圏が利用さ

れていた文化圏であったことがわかります。

　この「海域圏」の一体性は，漂流民という範疇で見た場合にも当てはまります。つ
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ま’．閨C漁船が漂流した時には朝貢ルートを通って本国へ返還されることになっていた、

からです。朝貢船の場合，．籾めから船の数や人数が決められていますから，そめ他の

船はなかなか参加できません。そこで漂流というカテゴリーを利用して貿易を行うこ

とになります。つまり質易を行おうとする船は，交易場所付璋まで来ると・人為的に』

船を壊して「漂流」として密貿易船から漂流船へ形を変えてしまうわけです。そして

さらに，側が到着する前に交易を終えてしまv・ます・例えば蹴島県の坊津などに

は貿易品を隠しておいた倉庫が現在でも民家の二階に残されておりますし，船が潜ん

でいた場所もありますp　’　．　　　・　　　　　　　　　f
　とのようにみてきますと，朝貢どいうもの信7・国野幌の関係タりも海を仲介した人

や物の移動カミ基礎にあり，1もしそこで問題が起きた時は朝重というチャtlルで問題が

処理されだことがわかります。このよう．な形で，朝貢秩序の持っている裾の拡がりは，

民間の文化的な海の守り神である嬬祖にまで及んでいることがわかります。しfgがっ

てここでは「海域」というもあを，今までよりもさらに重層的・多角的な形で考える

ことができるのぞはないかと思います。

5．開港場の時代一アジアから日本への衝撃

　今まで前近代の問題について言及してきましたが，ここでは近代の問題を取り上げ

一（tみたいと思います。これまで，近代という時代は，ヨーロッパが閉鎖的なアジアを

強制的に開いた，という所謂ウエ、スタンiインパクト（Western　impact）の考えに基

づいておりました。日本については，開国から明治維新へという形でそれ以前とは明

確に一線を画した議論がなされプ富国強兵，殖産興業，国家形成あるいはナショナリ

ズムを強調しています。’t

　さて今までお話しした華夷秩序の問題は1東アジアにおいで歴史的に自らを律して

きた外交関係であり，貿易関係でありそして自らのアイデンティティでもうったわけ

ですから，近代において，この華夷秩序が同じ表現をとらないとしても，連続した側

面はなゑつたのだろうか，というζとを考えてみたいと思います。そこで開港の問題

をアジア域内関係の歴史の中で考之直してみたいと思います・

　開港場の問題を考えるにあたって，＜資料7＞の東アジア開港擁の地図を、見てくださ

い。近代庭おける国際蘭係は，国家を中心とした国家問関係として理解されています．

が∫江戸時代，明清時代を通して形成された活動圏は，清末になつ．て中央の権力が弱、

まっていきますと，反比例的に沿海地域が活気づき，海域をめ、ぐる開港場相互の関係『

が非常に密接になりました。私はこの時期を近代の始まりとして位寧付けたく思って

います。これは「ヨーロッパ対アジア」の関係から見た近代ではなく，ヨーnッパの

衝撃も利用しながら「アジア対アジア」というアジア地域内の相互関係から，またそ

の歴史的連結性の中から導き出された近代であると考えているわけです。

　た『とえばヨーロッパの商品寮アジアに入ってくる時は，暗暗裡に私達はヨ＝p一ッパ

商人がその商品をもたらすと考えがちですが，最近の碕究では商業の担い手，、翠易の

　　　　　　　　　　　　　　　　　一8r‘



担い手と商品とは区別して議論できるようになりました。たとえば古田和子先生の御

研究によりますと，’日本に輸入された1860年代，’70年代のイギリス製の大衆綿布であ

るグレーシャーティングの90パーセントまでは，上海で中国商人が調達して神戸に輸

出しています。づまり宮ギリス商人はイギリス商品を取り扱っていないわけです。ま

た日本にもたらされた朝鮮半島の米に対して，上海商人は揚子江下洗の米を朝鮮半島

に輸出しています。ここには，かつての朝貢貿易を担った華僑あるいほ華人商人が朝

貢の規制が緩んだことによって，ヨーロッパとの交渉で開港された開港場を中心に活

動を拡大する姿が見えてくるわけです。したがって日本が開港したあとに華僑あるい

は華人商人の活動が非常に活発になってくるということは，色々な形で報告されてい’

ますが，中国沿岸経済のインパクトをむしろ日本商人が受けたということが注目され

るわけです。中甲・朝鮮が1880年代に貿易協定を結ぶという』形で，朝貢関係のもとに

貿易・条約関係を含むようになり交易が拡大されます。

　歴史的に大きなテーマである近代を考える時に，前近代と近代を余り切断しないで

むしろ連続している面から考えますと，この開港場時代に見られる商業活動，中国か．

ら日本への清国商人のインパクトは，．まちがいなくそれ以前の朝貢貿易の中で活躍し

た中国沿岸の商人グループおよび朝貢国における華人商人が，．活動を拡げたというこ

とになります。そして日本の工業化についても，このアジアからのインパクトという

観点で考えることが出来ないだろうかという問題があります。たとえば，中国商人が

中国華南市場を紹介し，日本の工業化を促すという形で，日本がイギリス製の機械で

綿布を製造するようになると考えるアジア問交易に置き換えるという歴史文脈です。

日本はまず開港後に商業化の道を選択しよう，とするわけですが，一下に開港場の対外取

引の多くは中国人商人で占められていたために，日本は商業化に失敗し，、工業化とい

う道を選択せざるを得なくなります。しかもその場合にも，中国商人はマーケット情

報を提供するわけです。このようにして，日本の工業化はアジアからのインパクトに

よって動機づけられたというふうに見倣されるわけです。すなわち明治日本は，西欧

化すること自体が目的ではなく，それを手段としてアジアに再び参加することを試み

ようとしましたが，そこで政治的．にも経済的にも中国問題に直面したと思われます。

6：　おわりに

　今まで私は，・日本の前近代から近代へという転換を一つの連続i生の視点で捉えよう

とし，し力縄日本の工業化，殖産興業，富国強兵をアジア内部の相耳の文脈で考之，

特に工業化を中国商人からのインパクトであると考えてきました。最近，日本におけ
　　ア
る中国商人が日本の綿工業投資などに関わってレ｝ることなど，、これまでとは違った近

代アジア像あるいは近代日本像が次第に議論されるようになってきたと思いまするそ

ういう意味では「日本対アジア」乏して♂これまで近代化の到達度を比較してきまし

』たが；むしろ中国を媒介にしたアジアの内部の相互影響関係から「歴史的なアジア4）

秩序」を，単にそれぞれが閉鎖的であったのではなく，華夷秩序で相互にリンクレあ
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つていたということを基礎に置いて考え．ますと，近代の問題もこれとの三図生で考え

’ることが出来るのではないかと思っています。

　その意味で，「これまで日本がヨーロッパをどのように理解しよっとしたh）といっこ

とは，多く言おれてきたわけですカ㍉「 ｡回の展示会にありまし，たように，『俗語解』を

はじめとする中国の方言，’広東語などの辞書も作っていたことを考えますと，、明治以

降の日本は，国対国の関係では東京対北京という形で中国を見るようになりますが，

歴史的にはこの南海路を通じて外側の情報を得し（いたわけですから，そういう南から

の歴史的な対外認識の回路を現在もう一度復活することを強く考えていいのではない

・かと思います。中国認識の場合でも，北京からの中甲で信なく・華南や各省別のより

ローカルな理解で中国青るいはアジアを考えること，そしてそのためには海域として

相互に結び付けられた状況を思い起こすことが必要になると思われます6

　このようにして，アジア域内秩序について一つの歴史的な連続性という揚点を持ち，

そこからアジアを考える時；日本海経済圏・黄海経済圏あるいは華南経済圏といわれ

るような経済圏の歴史的な根拠を考察する上℃東アジアの地誌秩序を構成した海域

圏の発想は今後ますます重要になってくると思います。
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